
第12回　　放射線防護の民主化に向けて 
みんなで考え､つくる基本勧告の方向性

放射線防護の民主化フォーラム 

ICRP勧告について学び検討する連続Webinar(12) 

2025年10月22日　17:00-18:30 

本日分の資料は下記ページに公開します(URLは､登録メールを参照してください)｡→QRコードからも 

開始後はチャットなどからもURLをご案内します｡ 

https://sites.google.com/view/democratize-rp/home/icrp_webinar 

開始まで､しばらくお待ちください｡ 

• 注意点) 

• 録画して､後日公開しますので､ご了承ください｡ 

• 質問がありましたら､Q&Aに記入して下さい｡ 

• プレゼンテーション後にQ&Aの時間を設けます｡ 

• こちらからできるものは口頭もしくは書き込みで回答しますが､時間内に回答できないものもあるかもしれません｡
その点についてはご了承ください｡ 

• なお､参加者の方で回答可能な方がいらっしゃれば､回答(記入)して下さっても構いません｡
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第12回　　放射線防護の民主化に向けて 
みんなで考え､つくる基本勧告の方向性

放射線防護の民主化フォーラム 

ICRP勧告について学び検討する連続Webinar(12) 

2025年10月22日　17:00-18:30 

濱岡豊 

hamaoka@fbc.keio.ac.jp 

慶應義塾大学商学部 

(原子力規制委員会　福島事故部会メンバー) 
本報告は科研費　基盤研究(B) 21H00501｢放射線防護体系に関する科学史・科学論的研究から市民的観点による再構築へ｣の成果を含む｡
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内容

背景 

最近の動向 

本日の内容 

Q&A 

今後について 

11/8-9のハイブリッドイベントなどについて 

参考文献
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国際放射線防護委員会（ICRP）の勧告の重要性

ICRPの起源 

1928年国際X線およびラジウム防護委員会（IXRPC）設立 

1950年国際放射線防護委員会（ICRP)へと改称（米・英・加） 

その間､勧告､刊行物を発刊 

2007年　ICRP Publication 103: ICRPの(2007年基本)勧告 

2011年3月　東京電力福島原発事故後 

設定された20mSv基準などの根拠は､ICRPによる勧告 

2007年基本勧告　(Publication 103)に基づく｡ 
緊急時､長期現存被ばく 

勧告そのものの問題 

正当化，最適化，及び個人線量の制限 

（パラグラフ36） 年間およそ100 mSvを下回る放射線量において，委員会は，確率的影響の発生の増加は低い確率であり，またバックグラウンド線
量を超えた放射線量の増加に比例すると仮定する。委員会は，このいわゆる直線しきい値なし（LNT）のモデルが，放射線被ばくのリスクを管理する最
も良い実用的なアプローチであり，“予防原則”（UNESCO, 2005）にふさわしいと考える。委員会は，このLNTモデルが，引き続き，低線量・低線量
率での放射線防護についての慎重な基礎であると考える（ICRP, 2005d）。 

参考レベル　｢（パラグラフ241） 20 mSvよりも高く100 mSvを超えない3 番目のバンドは，被ばくを低減させるためにとられる対策が混乱を起こ
しているかもしれないような，異常でしばしば極端な状況に適用される。｣ 

日本政府の勧告にそった(沿っていない)対策における問題
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ICRP基本勧告と､その改訂に向けた動き

ICRPの基本勧告(全般的な勧告｡これに基づいて各種の勧
告･ガイドラインを発刊) 

1956年　作業者の年線量限度50 mSv  

1959年 Publication 1 

1964年 Publication 6 

1966年 Publication 9 

1977年 Publication 26 

確率的影響のリスクを定量化  

“線量制限体系”  
正当化，最適化，及び個人線量の制限 

声明(ICRP, 1985b)公衆　年線量限度1 mSv  

1990年勧告 Publication 60 

放射線被ばくのリスク推定値が上方修正されたため改訂 

線量制限体系から“放射線防護体系" 

“行為”と“介入”の区別  

作業者の年線量限度50 mSvから年平均20mSv 

公衆　“特殊な事情においては”5年間 にわたって平均する可能性
を持った年 1 mSv  

2007年勧告 Publication 103の特徴 

被ばく状況の3分類 

参考レベルの導入 

計画被ばく状況 

線量限度 

(一般公衆)1mSv/年  

(職業人)100mSv/5年 

かつ50mSv/年 

緊急被ばく状況 

参考レベル 

20~100mSv/年の範囲 

現存被ばく状況 

参考レベル 

1~20mSv/年のうち低 線量域、 

長期目標は1mSv/年 

新勧告に向けた動き 

202x-203x頃の改訂を目指して改訂作業開始 

新勧告に関連した､様々なタスクグループと刊行物のパブコメ､発刊 

改訂版ドラフト→パブコメ→(2007年勧告は2回パブコ
メ)→確定→その後､20年間程度は､これに基づいた施策｡
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ICRPでの勧告承認年と出版年には1年程度の遅れがあることが多い｡ここでは承認年(出版物の表紙に記載)を記載｡

福島原発事故後の各
種施策の根拠



2007年基本勧告(General Recommendation)に基づく勧告とその改悪

2007年　　ICRP Publ.105 

医学における放射線防護 

2008年　　ICRP Publ.108 

環境防護―標準動物および標準植物の概念と使用― 

2009年　ICRP Publ.109 

緊急時被ばく状況における人々の防護のための委員会
勧告の適用 

2009年　ICRP Publ.111 

原子力事故または放射線緊急事態後の長期汚染地域に
居住する人々の防護に対する委員会勧告の適用 

2009年　ICRP Publ.112 

新しい外部照射放射線治療技術による事故被ばくの予
防 

2009年　ICRP Publ.113 

放射線診断およびIVRにおける放射線防護教育と訓練 

チェルノブイリと福島の経験を踏まえて改訂作業開始 

2019年 

ドラフト公開､パブコメ 

2020年 

ICRP Publ. 146　大規模原子力事故における人と環
境の放射線防護 ― ICRP Publication 109 と 
111 の改訂 ― 

根本的な批判もあったが､表面的な修正のみで改訂｡ 

ICRP Publ. 146の策定過程､内容における問題 

科学者による不正を無視して｢共同専門知｣ 

その根拠はICRPメンバーによる実践 

科学者による失敗なども無視 

これを再改訂させる｡ 

新･基本勧告が改悪されないようにする｡ 
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日本語訳タイトルは下記を参照した｡ 
　https://www.jrias.or.jp/books/cat1/101-14.html
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ICRP2023東京､ICRP2024福島への提案と拒絶

ICRP2023東京 

https://www.icrp.org/page.asp?id=661 

東京で初のICRPの総会(シンポジウム)開催 

それに対して原子力市民委員会は以下の点を公開レ
ターで提案･要求 

３つのセッションの設置 

Publication 146策定プロセス､内容の振り返り 

市民の観点から新基本勧告に導入すべき点 

福島における甲状腺がん 

市民の参加を促進する運営方法 

上記セッションの福島での開催 

通訳による時間ロスを考慮して時間を二倍に 

日本語通訳の提供 

参加料金の免除や割引 

全て拒絶 

ICRP2024福島(いわき市) 11/20-29 

主委員会と第4委員会を開催｡うち11/25に公開シン
ポジウム 

https://www.f-rei.go.jp/activity/
20241028_frei_icrp_workshop_ja.html 

福島国際研究教育機構(F-REI)との共催 

放射線防護の民主化フォーラムとして､3つのセッション
とあわせて､F-REIに関係者がいる下記も提案 

福島原発事故の公衆被曝量の再評価  

(汚染水､土壌などの)放射性物質の環境影響(社会的影響
も含む) 

これらも拒絶 

公開シンポジウム､当初は全日の予定だったが､午後のみに
短縮｡ 

11/25の公開シンポジウムで5分間だけ発言の機会を与
える｡ 

ICRPの(基本)勧告では､放射線防護策の決定には､市
民を含むステークホルダーの関与が重要だと述べてい
るにもかかわらず､ICRP自身が市民の参加を拒んでい
る｡

72023年一連の経緯はこちらから　　　　http://www.ccnejapan.com/?p=14001

https://www.icrp.org/page.asp?id=661
https://www.f-rei.go.jp/activity/20241028_frei_icrp_workshop_ja.html
https://www.f-rei.go.jp/activity/20241028_frei_icrp_workshop_ja.html
http://www.ccnejapan.com/?p=14001


2023年　市民からの対抗策としての｢放射線防護の民主化フォーラム｣

背景 

福島核災害時の放射線防護の最大の問題は､市民の人権や意向を無視した方策がとられてきたこと｡ 

ICRP Publication 109と111は､市民の本質的な批判を無視して改訂された｡ 

福島での20 mSv基準などのもとになったICRP(国際放射線防護委員会)の基本勧告が2030年頃に改訂される予定｡ 

基本勧告が改悪されないようにするためには､市民もICRPの各種の勧告について理解する必要がある｡ 

目的 

基本勧告を市民主体の放射線防護体系に転換させる｡ 

そのための長期的な体制が必要｡ 

そのために 

連続ウエビナーによるICRPについての基礎知識や問題点の共有 

ICRPとは何か､ICRPの勧告とは何かなど基本的な事柄からはじめて､ICRPの勧告を読みつつ批判的に検討しつつ市民の観点からの放射線防護のあり方を検討｡ 

ICRPへの働きかけ 

ICRPのシンポジウムの内容への提案→× 

パブコメへの投稿 

市民主導の放射線防護体系の策定 

イベント開催による学習､連携強化 

2023年　6回のウエビナー+第1回　放射線防護の民主化フォーラム　2023-3X開催 

2024年　3回のウエビナー+｢真実に目を向ける：福島が問いかける未来への選択を､いわき市から考える　第2回 放射線防護の民主化フォーラム｣　第2
回　放射線防護の民主化フォーラム 

2025年　3回のウエビナー+11/8-9　｢真実に目を向ける：未来への選択を､二本松市から考える｣　第3回　放射線防護の民主化フォーラム 

これまでの開催分については下記参照 
https://sites.google.com/view/democratize-rp
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今後について 
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ICRP2025@アブダビ　(2025/10/7-9)

プログラムpdf 

https://www.icrp.org/admin/ICRP2025_FullProgramme.pdf 

動画は下記から視聴可能 

Day 1　(1部屋Roma 1) 

https://www.youtube.com/live/QxJQc-b3zkQ 

Day2&3　3部屋で並行(部屋別 Roma 1-3) 

https://www.youtube.com/@ICRP1928/streams
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ICRP2025@アブダビ　(2025/10/7-9)

ICRP2023東京に続
いて福島関連セッショ
ンはなし

12https://www.icrp.org/admin/ICRP2025_FullProgramme.pdf
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次回　ICRP　2027@北京では新基本勧告の初期案? 
ICRP　2029@??では新基本勧告の草案関連?
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ICRP2025　Day1　Werner Rühm "Welcome and Opening Presentation: ICRP Priorities” 

https://www.youtube.com/live/QxJQc-b3zkQ　からのキャプチャ

https://www.youtube.com/live/QxJQc-b3zkQ


2023年　放射線防護の民主化に向けた提言(案)　に着手したが未完成 
これの完成をめざす｡

https://docs.google.com/document/d/19v38so6Em6u1D76BP32R_Et-
dvye_Q-ygsgIZTikAzM/edit?tab=t.0 

ICRPの放射線防護の3原則　｢正当化｣｢最適化｣｢線量限度｣の根本的問題 

被ばくとそれを避けるためのコストを比較する｢正当化｣や｢最適化｣によって｢線量限度｣までの
被ばくを許容する体系から､市民の被ばくを避ける｢権利･人権｣の保護を前提とし､被ばく自体の
低減を重視した防護体系への回帰 

健全な科学の必要性 

放射線被ばくの影響についてのLNTは単なる仮定ではなく､信頼できる大規模な疫学研究で認められた
｢科学的事実｣であることを前提とする｡100mSvにこだわる根拠もなくなり､それに応じて参考レベルも
引き下げる｡ 

ステークホルダーである住民が放射線防護策の策定段階から参加することによって､市民が主導
した放射線の防護体系を目指す｡ 
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放射線防護の民主化に向けた各者への要望(案･一部)

ICRPへの要望 

ICRP　Publ. 146の改訂 

パブリックコメントでは､300通 以上の批判的なコメントが 寄せられたが､マイナーな修正のみで発刊 

附属書Bにある福島原発事故についての記述は2011年に集中｡長期的に生じている問題を認識していない ｡  

新基本勧告改訂について 

内容について 
これまでの3原則から人権､被ばく線量の低減へ 

科学的事実としてLNTを認めること  

参考レベルの引き下げ 

内部被ばくモデルの再評価  

プロセスについて 
市民を策定段階に組み込んだプロセス 

市民､NGOなどを組み込んだマルチ･ステークホルダー方式　　　　 

福島県､福島県県民健康調査検討委員会への要望 

検討体制について 

県民健康調査検討委員会および甲状腺検査評価部会の中立的な委員への入れ替え､中立的な機関による評価 

分析について 

分析計画の事前決定  

常識的な分析の実施と結果の見直し 
連続量である被ばく量を4区分して推定するノンパラメトリックモデルのみを推定し､線量に関する3つのパラメータのうち､一つでも95%信頼区間の下限が0をまたぐと､被爆の影響がないとしている｡ 

線形モデルも推定し､上記モデルと適合度の比較､良好な方を選択するという､少なくとも放射線疫学では標準的な方法で分析すること｡ 

データの公開 

市町村レベル3巡目からは非公開としたデータを公開｡ 

匿名化個票データ､試行例を開始したが､研究者向けに早急に公開すべき｡ 

福島県立医科大学､日本政府､UNSCEAR､IAEAなどに対しても
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背景 

最近の動向 

本日の内容 

今後について 

11/8-9のハイブリッドイベントについて
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本日の内容

背景と目的､概要 

2023年から､｢放射線防護の民主化に向けた提言(骨子案)リンク｣の検討を進めています｡その
仕上げに向けて､現在のICRPの基本勧告における｢ALARA原則｣｢100mSv論｣の根本的な問
題点を指摘しつつ､｢ICRP基本勧告における線量概念の変遷｣をふまえつつ､基本勧告の方向性
を､議論します｡あわせて､ICRPや関連機関の動向､11月のイベント(こちらから)の概要につい
ても紹介します｡ 

登壇者 

藤岡毅(大阪経済法科大学･客員教授)　ICRPの歴史､線量限度の推移など 

柿原泰(東京海洋大学･教授)　正当化､最適化の問題点 

津田敏秀(岡⼭⼤学⼤学院環境⽣命科学研究科・特命教授)　100mSv論の問題点 

濱岡豊(慶応大学･教授)　 

Q&A 

今後の進め方 

｢11/8-9　真実に目を向ける：未来への選択を､二本松市から考える｣などのご案内
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内容

背景 

最近の動向 

本日の内容 

Q&A 

今後について 

11/8-9のハイブリッドイベントについて
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19https://www.icrp.org/consultation.asp?id=AABD4A34-8877-4A67-8F88-0CC192C8AC29

2025/6/13締め切りだった 
｢低線量･率における固形がんリスク評価に関する科学的知見･刊行物　(案)｣へのパブリックコメント

https://www.icrp.org/consultation.asp?id=AABD4A34-8877-4A67-8F88-0CC192C8AC29


これについてのウエビナーも開催

第10回　　ICRP 低線量･率における固形がんリスク評価に関する科学的知見･刊行物
(案)の問題点　(総論編) 

2025年5月15日(木)　17:00-18:00 

濱岡豊(慶応大学･教授)｢刊行物(案)の概要と放射線防護における位置づけ｣ 

津田敏秀(岡⼭⼤学⼤学院環境⽣命科学研究科・特命教授)｢刊行物(案)の本質的な問題点(仮

題)｣ 

Q&A 

第11回　 同　(各論編) 

2025年6月5日(木)　17:00-18:00 

濱岡豊(慶応大学･教授)｢刊行物(案)の問題点･各論｣ 

刊行物(案)にコメントのある方々 

Q&A
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コメントも投稿(on behalf of 放射線防護の民主化フォーラムとして投稿)

21https://www.icrp.org/consultation.asp?id=AABD4A34-8877-4A67-8F88-0CC192C8AC29

https://www.icrp.org/consultation.asp?id=AABD4A34-8877-4A67-8F88-0CC192C8AC29


結論とそれへのコメント

ドラフトの結論 

かなりの不確実性が残っているものの、ここで得られたLDEFおよびDREF値の範囲は、以前の評価で
得られた範囲よりも狭く、レビューされたさまざまなデータソース間で概ね一貫している。本報告書の
全体的な結論は、現在の科学的証拠に基づくと、LDEFが3を大幅に上回ることは支持されず、1を大幅
に下回ることも同様に支持されないというものである。同様に、DREF値が3を大幅に上回ることも1
を下回ることも考えにくいと結論付けられる。 

こちらからのコメント 

まず､DREF,LDEFとも1から3の間と結論しているが､これは疫学､細胞レベル､animal 
experimentの結果を混在させており不適切である｡信頼できる疫学の結果を優先して､それぞれを1
とすべきである｡ 

Mayak workerについての研究は､このレポートの対象外である､プルトニウムによる内部被ばくの可能性があ
るため､除外すべきである｡これを除外した疫学からの知見によると､DREF=0.8-1.3､つまり1程度となる｡ 

レポートによると､細胞･分子レベルの場合LDEF､DREFとも1~4､実験動物の場合LDEF=1,DREF=1~2とさ
れている｡IARCの発がん判定は､ヒトレベルで充分なエビデンスが得られていれば､動物レベルの知見の有無は
関係しない｡放射線防護で最優先すべきはヒトの防護であり､信頼できるヒトの研究結果を優先すべきである｡
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(参考)LDEF､DREF､線量・線量率効果係数（DDREF）とは?

現在の放射線防護体系では､(原爆被爆者の分析結果のように)高線量および高線量率から得られた
放射線リスク推定値を､低線量および／または低線量率の状況に適用する際に、線量・線量率効果係数
（DDREF）=2が用いられています。 

(原爆のように瞬間的に被ばくした場合と比べて､長期的に被ばくした場合､影響が1/2倍になると仮定する) 

この概念は、(原爆被爆者のように)高線量領域で得られたリスク推定値を､低線量領域に内挿する際
につかわれる低線量効果係数（LDEF）と、(原爆被爆者のように)高線量率に被曝した集団に関する研
究から得られたリスク推定値を低線量率に被曝した集団に外挿する際に使われる線量率効果係数
（DREF）を統合したものです。 

同刊行物のアブストラクトのGoogleによる翻訳に(赤字)部分を加筆｡ 

DDREF(Dose and Dose Rate Effectiveness　Factor):線量･線量率効果因子 

下記を複合した指標 

Low dose effectiveness factor (LDEF)　　　:100mSv以下 

Dose rate effectiveness factor (DREF)　　　:0.1mGy/分以下=6mSv/h以下　 

放射線による健康影響評価に関しては､原爆被爆者のデータが重要だが､一瞬で高線量を被ばくした状況なの
で､長期的に被ばくするような状況については工夫が必要である､という考えに基づく｡

23



(参考)低線量効果係数（LDEF）および線量率効果係数（DREF）についてのイ
メージ(Rhum2015)

前提 

低線量: 

100mSv未満 

ではリスクが低下 
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LDEF（高線量と低線量の傾きの比） 
　D:被ばく線量 

 

 

 

ただし､  

L − Model : α′￼D

LQ − Model : αD + βD2

Q
L

=
αD + βD2

α′￼D
∼ 1 +

β
α

D2

α′￼∼ α

DREF（急性被ばくと慢性被ばくの影響の比） 

赤:急性被ばく 
黒:3回にわけて被ばく 
点線:慢性被ばく 

それぞれ直線とすると 
急性ひばく　:　  
慢性ひばく　:　  
急性ひばく/慢性被ばく　　  

これらを統合してDDREFを決定 

α′￼D
αD

α′￼/α

Ruhm, Werner (2015), "Dose Rate Effects in Radiation Bioloty and Radiation Protection," in Third International Symposium on the System of Radiological Protection  https://www.icrp.org/docs/icrp2015/25%20Werner%20Ruhm%202015.pdf. S
甲斐倫明 (2022), "ICRP 勧告改定に向けての動向," in 2022年6月28日 保健物理学会企画セッション https://www.jhps.or.jp/upimg/files/2020628-ICRP勧告改定動向.pdf.

https://criepi.denken.or.jp/jp/rsc/study/topics/lnt.html

低線量｢率｣ではリスクが低下

https://www.icrp.org/docs/icrp2015/25%20Werner%20Ruhm%202015.pdf
https://www.jhps.or.jp/upimg/files/2020628-ICRP
https://criepi.denken.or.jp/jp/rsc/study/topics/lnt.html


(参考)線量・線量率効果係数（DDREF）=2の使われ方

ICRP　1990年基本勧告 

(パラグラフ83)高線量・高線量率の低LET 放射線に関する付属書B のデータは，男女両性で就
労年齢の基準集団における生涯致死確率係数が，全悪性腫瘍の合計について約8X 10-2 Sv-1

であることを示している。この値をDDREF=2 と組み合わせて，作業者に関する名目確率係数
は4X10-2 Sv-1 となる。子供を含む全集団についての対応する値は，高線量・高線量率の場合
約10X10-2 Sv-1 ,低線量・低線量率の場合5x10-2 Sv-1 となる（表3 参照）｡ 

ICRP　2007年基本勧告 

(パラグラフe)電離放射線の健康影響についての理解が委員会勧告の中心である。電離放射線
に起因する健康リスクに関する生物学的及び疫学的情報を検討した結果，委員会は以下の結論
に達した。様々な臓器／組織に対するリスクの分布は，Publication 60 以降，特に乳がんと遺
伝性疾患に関し，若干変化したと判断される。しかし，低線量において直線的反応を仮定すると，
過剰のがんと遺伝性影響による複合した損害は引き続き1 Sv 当たり約5 ％で，変更はないまま
である。この今回の推定値に含めたのは固形がんに対する線量・線量率効果係数（DDREF）の使
用で，その値は2 のままで変わらない。
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生涯致死リスクの過小評価につながる｡



ICRP2025では､これに関しての報告もあったが､結論はまったく変わっていない

26Werner Rühm “Effects of Dose and Dose Rate on the Risk of Solid Cancer” https://youtu.be/1-a_rm_ncf8?t=12793

https://youtu.be/1-a_rm_ncf8?t=12793


今後について

｢低線量･率における固形がんリスク評価に関する科学的知見･刊行物　(案)｣
へのコメントをICRPに送信｡見解を求める｡ 

放射線防護の民主化に向けた提言(案)の完成と広報 
パブコメ形式?で皆さまの意見を伺いつつ広報兼完成 
　できれば国際的な連携も 
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内容

背景 

最近の動向 

本日の内容 

今後について 

11/8-9のハイブリッドイベント+11/5､11/9サテライトイベントについて
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2025/11/8(土)午後-11/9(日)　10-17時 
｢真実に目を向ける：未来への選択を､二本松市から考える｣　第3回 放射線防護の民主化フォーラム

展示の部 

飛田晋秀 写真展｢福島の記憶　3.11で止まっ
た町｣ 

後藤忍(福島大学)｢減思力（げんしりょく）」の
教訓を学ぶためのパネル展 

三春町の皆さん 「あの日風しもの町で起きた
こと」書籍展示 

報告の部 

福島の経験を共有する 

福島での甲状腺がんをどう考えるのか? 

甲状腺がんの問題や､その前提としての被ばく
量の推定､県民健康調査の問題点も論じる｡ 

放射能に汚染された水や土壌をどうすればよ
いのか? 

汚染水､汚染土の扱いの問題 

市民から見た放射線防護 

市民主導の放射線防護 

関連分野との連携に向けて 

世代間連携に向けて 

考えることとあわせて､写真やパネルからも
様々なことを感じていただけるのではないか
と思います｡ 

二本松市市民交流センター+ZOOMなど
配信のハイブリッド 

詳細や登録は 
https://sites.google.com/view/democratize-

rp/home/democrp2025
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各セッションと登壇者(11/8　暫定版)

30

11月8日　13
時-

セッション 登壇者 所属等

13:00

(司会　濱岡豊) 

経験の共有:訴訟関連 

展示者のメッセージ

濱岡豊 慶應義塾大学教授、原子力市民委員会部会員

古川健三 弁護士

QA,ディスカッション

大河原さき ひだんれん事務局長､モニタリングポストの継続配置を求める会・三春共同代表

後藤忍 福島大学教授、原子力市民委員会部会長

飛田晋秀 写真家

休憩

14:35

放射能に汚染された水や土壌
をどうすればよいのか? 

(司会　後藤忍)

濱岡豊 慶應義塾大学教授、原子力市民委員会部会員

満田夏花 国際環境 NGO FoE Japan 事務局長

門馬好春 30年中間貯蔵施設地権者会会長

黒川眞一 高エネルギー加速器研究機構･名誉教授

青木一政 ちくりん舎／フクロウの会

休憩

大坂 恵里 東洋大学教授､原子力市民委員会部会員

和田央子 放射能ゴミ焼却を考えるふくしま連絡会

依頼中　

QA,ディスカッション

17:45-18:3
5 福島での甲状腺がんをどう考

えるのか? 

(司会　明智礼華)

藤岡毅 大阪経済法科大学客員教授

本行忠志 大阪大学名誉教授，大阪大学大学院医学系研究科招へい教授｡医師

QA,ディスカッション



各セッションと登壇者(11/9　暫定版)
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11月8日　13
時-

セッション 登壇者 所属等

10:00
福島での甲状腺がんをどう考
えるのか? 

(司会　濱岡豊)

津田敏秀 岡山大学名誉教授､医師・医学博士

黒川眞一 高エネルギー加速器研究機構･名誉教授

種市靖行 医師

QA,ディスカッション

12:00 昼休憩

午後

12:50

市民から見た放射線防護 

(司会　八巻俊憲) 

関連分野との連携に向けて

八巻俊憲 元福島県立田村高校理科教員、原子力市民委員会部会員

郷田みほ 市民が育てる「チェルノブイリ法日本版」の会

林 衛 科学ジャーナリスト･富山大学准教授

園田美都子 原発賠償京都訴訟原告運営委員国際部

QA,ディスカッション

14:05
世代間連携に向けて 

(司会　後藤忍)

調整中

阪内香

QA,ディスカッション

15:25
市民主導の放射線防護に向け
て 

(司会　柿原泰)

柿原泰 東京海洋大学･教授､市民科学研究室･低線量被曝研究会

津田敏秀 岡山大学名誉教授､医師・医学博士

藤岡毅 大阪経済法科大学客員教授

QA,ディスカッション

16:40-45 全体まとめと今後に向けて 後藤忍 福島大学教授、原子力市民委員会部会長



サテライト･イベント　映画上映とコリン・コバヤシさん講演会　　「チェルノブイリ その後の世界」と福島 
11月5日(水)　および11月9日（日）(対面のみ)

主催　高木学校､市民立法「チェルノブイリ法日本版」をつくる郡山の会 

協賛　放射線防護の民主化フォーラム　 

11月5日(水)　17時30時頃-20時30頃 

福島市　　アクティブシニアセンター・アオウゼ　視聴覚室　場所などはこちらから 

17:15　開場 

17:30-17:35　あいさつなど　崎山比早子(高木学校) 

17:35-19:00　映像上映　(84分) 

19:10-20:30　講演会(QA含む)　 

参加上限　50名程度　 

11月9日（日）13:00頃-17:00頃　　 

(下記のメインイベントと日程が重複してしまいましたが､いずれかにご参加下さい｡) 

エコギャラリー新宿研修室 

12:30　開場 

13:00-13:05　はじめに　崎山比早子(高木学校) 

13:05-14:30　『チェルノブイリ、その後の世界』映像上映 

14:40-16:00　コリン・コバヤシさん講演、質疑応答 

16:00-17:00　会場でコリンさんを囲んでの交流会 

参加上限　50名 

詳細や登録は(上記2つおよび二本松でのイベント共通)　　　https://sites.google.com/view/democratize-rp/home/democrp2025
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詳細や登録(二本松でのイベント､映画+講演イベント共通)

https://sites.google.com/view/democratize-rp/home/democrp2025
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